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＜教務部＞

評価規準の運用とカリキュラムマネジメントの円滑化
各教科と協力し評価ルーブリックを作成して、評価規準を生徒・保護者に公表する。

A
A

観点別評価の評価規準を各教科の授業担当者がルー
ブリック等を示しながら生徒に説明することで、授業改善
に繋げ、基礎学力の定着を図りたい。

様式３

令和　５　年度　　学校評価書　　　（計画段階・実施段階）
8福岡県立門司大翔館高等学校

自己評価 学校関係者評価

学　校　運　営　計　画　（４月） 　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

学校運営方針
「自主的精神に満ち、誠実さと努力に裏付けられた実力を尊ぶ、たくましく心豊かな創造者を育成する」

－一人一人の可能性を最大限に引き出し、誠実さと努力を尊び、地域から愛される人材を育成する学校－

A A

昨年度の成果と課題 年　度　重　点　目　標 具　体　的　目　標

＜成果＞
　コロナ対策を講じ、学校行事など多くの教育活動を従来通りに工
夫しながら実施出来たことは、大変有益であった。インスタグラムを
開設するなど本校の教育活動の発信に積極的に努めると共に、中
学生対象とした説明会や体験入学を改善し、積極的な広報活動を
行った。また、生徒の自尊感情や自己肯定感の向上を図るため
に、地域活性化事業を新規に行い、その取組は、生徒の主体性や
新しい取組への挑戦に向けての意識付けには大変効果があった。
＜課題＞
　ICTによる授業形態の確立並びに生徒の自主性を大切にし、達成
感や新たなチャレンジ意欲が育む教育活動を推進し、生徒の自己
肯定感の育成が必要である。また、遅刻や欠席を繰り返す生徒が
一定数存在しており、基本的な生活習慣の確立の徹底を目指す。
入試において定員割れは解消できたが、さらに教育活動の充実を
図り、本校の魅力を発信を行い、広報活動の強化をすることが必要
である。

広報活動の充実と地域と連動した深い学び

①中学校等への広報活動を充実させる（体験入学 年２回、入試説明会 年１回、中学校訪問 年４回以上、SNSによる情報発信）。

新学習指導要領の実施に伴い、評価規準を適切に運
用し、カリキュラム・マネジメントの円滑化を図る。

①全職員が「深い学び」「個別最適な学び」の実現に向け、ICTによる授業形態への授業改善を行うため、積極的に相互授業参観等に取り組み、魅力ある授業を展開する。

②評価法と併せて各単元の指導目標のもと、各教科のカリキュラム・マネジメントが円滑に実施できるようにする。

③新学習指導要領実施による評価規準を生徒・保護者に公表し、適切に運用する。

生徒の考えを生かし、参画意識を高める活動場面を作
り、学習効果の最大化を図るカリキュラムマネジメント
の確立並びに魅力ある学校生活の実施

①授業法と評価法をリンクさせるとともに、ICT活用を含め、授業の質向上を目標とする研修を年４回以上実施する。

②学校行事の指導目標を明確に示し、達成状況（生徒満足度90％以上）についてカリキュラム・マネジメントを実施する。

③課外活動・ボランティア活動を充実させる（部活動加入率80％以上、発表会・地域交流への積極的参加）。

具体的目標 具　体　的　方　策 評価（２月）

②地域との連携やボランティア活動等による貢献活動を充実させる。

③未来都市北九州市との連携による「総合的な探究の時間」を実施する。

生徒の規範意識の醸成及び人権教育の充実により、
生徒が安心して学校生活を送れる学校環境づくり

①人権教育に関する講演会及び特設授業を充実させ、生徒の人権感覚を育成する（年６回の講演会・人権授業の実施）。

②生徒・家庭アンケートにより、いじめの早期発見に努めるとともに、いじめ防止対策を徹底して安全安心な環境を整える。

③教育活動全体でルール・マナーについて考えさせ、規範意識を醸成する（規範意識育成講座を年４回以上実施する）。

＜生徒部＞

生徒の考えを活かし参画意識を高める活動の充実
部活動の充実・日常的な委員会活動の推進・学校行事の充実で帰属意識を高められるようにする。

A
A

学校行事・部活動・委員会活動等どの活動においても生
徒の帰属意識を高めるものになるよう支援していきた
い。またそのことが職員全体のテーマになるよう情報共
有・研修を行っていきたい。

広報活動の充実
学校ホームページやSNSを利用し、本校の魅力を広く発信する。100回／年更新を目指す。

A
A

中学生体験入学（特に10，11月実施分）については、先
生方から頂いた意見をもとに、改善していきたい。業務
分担については、偏りがないように努めたい。

A
活動実績をポートフォリオとして記録させ、高校卒業までのキャリアパスポートを完成させる。

＜進路部＞

生徒の希望進路実現
学びの基礎診断を活用することで基礎学力の定着度を図り、放課後補習や希望制課外により実践力を養成する。

A
A

各年次ごとによる進路ガイダンスの適切なタイミングを
図っていく。スタディサプリの積極的な活用を促し、進路
選択に生かせるようにする。探究活動における3年間の
活動の見通しを整理していく。

A

・デジタル採点システムの活用により、授業準
備や生徒と向き合うこと等への時間を増やすこ
とが可能になっていることがわかった。
・ペアワークの授業等、工夫が見られた。

新学習指導要領実施に伴い、単位制に適った履修科目を見直し、選択科目の充実を図る。

本校の魅力ある教育活動の構築・情報発信
中学生進路相談事業や本校の入試説明会等を通じて、魅力ある教育活動を情報発信する。

A
ICT機器を活用できる授業環境を整え、授業の改善と評価の工夫に努める。

A

・生徒主体の学校行事で、生徒の生き生きした
活動の様子が見られた。
・校則の見直しも生徒とともに行っている様子
が伝わった。

地域貢献活動となる取り組み等のボランティア活動を推奨し校外で活躍の場を増やすようにする。

教育相談活動の充実
生徒支援及び特別支援教育に関する理解と対応力向上のための研修を年２回実施する。

A
職員間の連携強化のために生徒の情報交換会を学期に１回実施する。

＜２年次＞

・伸びやかに学校生活を送っていることが分
かった。
・学校行事や特別活動を通して、３年間を見据
えた教育活動を推進してほしい。

授業に臨むための予習や授業内容を確実に理解させるべく復習を課すなどし、自宅学習時間を増やすように指導する。

進路指導：後悔のない進路選択・決定のための進路意識の高揚

A

・スタディサプリを活用し、生徒の自主性を伸
ばしてほしい。
・探究活動の成果が進路実績に表れている。

進路ガイダンスの実施により様々な進路を提示し、生徒の可能性を広げられる進路選択の機会を設定する。

キャリア教育の充実
身近な社会問題についての探究活動を、SDGsを軸として行い、社会人で求められる資質や能力を養成する。

A

・一人一台タブレットを効果的に活用する授業
や特別活動により、生徒の学習意欲向上に役
立っている。
・教員のＩＣＴ研修を充実させてほしい。

「主体的・対話的で深い学び」の実現と「個別最適な学び」に向け、各教科１回以上の研究授業を実施する。

ICT活用の拡大
ICT機器を活用した授業例の紹介や授業で活用できる情報や資料を共有する。

A
情報化推進委員会やICT支援員と連携した研修を設定し、ICT機器の更なる活用を目指す。

A

・ＳＮＳ発信が定期的に行われ、広報活動が充
実しているため、学校の様子を把握しやすい。中学生体験入学、中学校訪問を計画・実施し、中学生やその保護者に本校の特色を知ってもらう。

創立２０周年に向けた生徒の帰属意識の醸成
学校行事の活性化、式典等行事の円滑な運営をめざす。

A
同窓会との連携を図り、周年記念行事に向けた準備を行う。

＜総務部＞

A

授業の質向上のために、情報化推進委員会やICT支援
員と連携し、ICT機器の更なる活用を目指した研修を実
施する。また、本校の問題やニーズに合った研修を取り
入れ、職員が参加しやすいよう日程を調整する。

・修学旅行を終え、来年度の最上級生として周
年行事を成功させてほしいと期待している。
・授業中の態度がよく、学習への意欲が感じら
れる生徒が多数いた。

A

・課題を抱えた生徒一人一人に対して、教員が
丁寧に取り組んでいる。
・日常的に生徒の人権感覚を養う取組を継続
してほしい。

被差別の状況にある人の生き方に学び、差別をなくす当事者になるような特設授業を創造する。

進路保障の取り組みを確実なものにしていく。
職員研修会を開き、就職試験や入試等における違反事例などを学び、取り組みに生かしていく。

A
報告書の点検などを迅速かつ的確に行っていき、連携した取り組みにつなげていく。

人権・同和教育特設授業の充実
委員会、年次の学習会を確実におこない、内容をより良いものにするとともに、生徒へのフィードバックにも生かしていく。

A
A

「当事者の生き方に学ぶ」点を重要事項として継続し、さ
らに自らの問題として差別問題に向き合うことができる
よう「自身の差別性や無関心さ」を問うことのできる人
権・同和教育特設授業を作ることが重点課題である。

教員間で連携を密にして、登校することの意識を高めさせ、生徒の帰属意識を醸成させる。
A

A

履修パターンに応じた授業への順応とともに、各クラス
の所属感を感じることができるような働きかけを行うなか
で生徒の主体性を伸長させるための工夫が必要であ
る。自身の進路や18歳で成人であることを意識させ、視
野を広げ、考えることができる生徒を育てるための教員
の働きかけがより必要である。

A＜１年次＞

学習指導：主体的に学ぶ姿勢の定着と確かな学力の育成
授業規律を確立させるとともに、授業の重要性を認識させるように指導する。

A

＜研修班＞

授業改善
相互授業参観期間を設定し、教科の枠を超えた授業研究の場を設ける。

A

＜人権教育
推進委員会＞

日々の授業や学校行事、部活動に積極的に参加し、他者との協働を通して、人間力の向上を図る。

ACTの時間を中心に自分自身の身の回りのことを探求させ、３年後の進路をより具体的に想像させる。
A

多様な進路希望を実現させられるように教員間で連携し、個人面談や三者面談の時間などを有効に活用する。

生徒指導：生活習慣の定着と他者と協働できる人間力の育成

行事を通して協調性やリーダーシップ、フォロワーシップを育成し、自己をコントロールする力を育んでいく。

A

学習効果を高め、学力をさせる環境を整えるため、教員間の連携を密にする。

進路指導：次年度の進路実現に向けた進路意識の向上と自発的
          な行動力の育成

多様な個々の進路目標に対応し、きめ細かい指導をするためのクラス編成。
A

ACT、各種進路活動の時間を通して、自己の将来のイメージを創らせる。

生徒指導：基本的な生活習慣の定着と集団生活を通して、主体
          性と規範意識の向上を図る

学校行事、生徒会活動、部活動の意義を浸透させ、主体的な参加を促す。
A

学習指導：授業を通した確かな学力の向上と主体的な学習習慣
          の定着

授業規律確立のための指導を継続する。特に授業へ臨む姿勢の指導を徹底する。
A

A

次年度は生徒個々の希望する進路実現を一番に考え、
年次職員で協力して力を尽くすとともに、創立２０周年を
迎えるにあたり、最上級年次の生徒として相応しい姿を
見せる一年とできるよう２年間の指導の成果を見せてい
きたい。

来年度の創立２０周年を見据えた愛校心の育成を図る。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見

　・一人一人の生徒と向き合う時間を確保し、多様化する生徒理解を深めていく。 ・地域連携事業として、本校主催の「いざ行け小倉城！」における
生徒主体の取組及び「エキナカ学園祭in小倉駅」への参加は、生徒
募集に大きくつながり、学校の活性化を促進している。
・本校の多くの卒業生の、あらゆる方面で活躍や、在校生を応援し
てくださっていることを紹介された。

　・令和６年度は創立２０周年記念事業を軸に据え、生徒の主体性を重視した取組を実施していく。

　・地域との連携を深め、生徒の社会性を醸成するとともに、地域から愛される生徒を育成する。

　・学校ホームページやインスタグラムによる本校の教育活動の発信を通して、生徒募集を含む広報活動のさらなる充実を目指す。

　・ＩＣＴ機器を活用した授業改善を推進し、生徒に、学ぶ楽しさや向上する喜びを味わわせるよう努める。

A

・生徒一人一人が進路目標に向かって、真摯
に取り組んだ様子が伝わった。
・卒業してからも、本校を誇りに思い、活躍して
ほしい。

個々の生徒に応じた進路実現に直結する家庭学習について指導・支援していく。

進路指導：自己の進路に対する意識の高揚と生徒全員の進路実現
面談等を活用して生徒の現状を把握しアドバイスや激励においては機を失しないようにする。

A
日々の生活の中で困難に立ち向かう意志力やチームワークの精神を貴び、年次一丸となって進路の実現を図るようにする。

生徒指導：規則を遵守し、規律を尊重できる人間力の向上
生活習慣を確立させ、自他の人権を大切にする心を育みながら規律を尊重する意識を醸成するようにする。

A

＜３年次＞

学習指導：授業規律を基盤とした学習習慣の定着
毎日の授業を大切にする心を養いながら、授業規律の向上を継続して指導していく。

A

A

・価値観が多様化し、かつパーソナライズ化された日常
を過ごしてきた生徒に、他者との関係のあり方、集団とし
て行動することの意義等を伝え、その精神を育むこと。
・上記をふまえ、学習指導、生活指導、進路指導を有機
的に連携させて教育活動を展開していくこと。

８


